


取説No.NFMG41777-TB1

安全に関するご注意安全に関するご注意安全に関するご注意安全に関するご注意安全に関するご注意

取扱説明取扱説明取扱説明取扱説明取扱説明     　　　　　　　　　　          　　　お客様へ、　　　お客様へ、　　　お客様へ、　　　お客様へ、　　　お客様へ、この説明書は必ず保管ください。この説明書は必ず保管ください。この説明書は必ず保管ください。この説明書は必ず保管ください。この説明書は必ず保管ください。

●器具の改造および構成部品（ソケットなど）の交換はしない。
火災・感電・落下・ホコリの浸入の原因となります。

●器具に直接水をかけない。火災・感電・落下・サビの原因となります。
●布や紙など燃えやすいもので覆ったり、かぶせたりしない。火災の原因となります。
●器具と被照射物の距離は、１０cm以上離す。被照射物の火災、変色の原因となります。
●異常を感じたら速やかに電源を切り、販売店・工事店に相談する。火災・感電の原因となります。 被照射物

10cm以上

●保証について
　　この商品の保証期間は１年間です。但し、蛍光灯器具・ＨＩＤ器具の安定器・ＬＥＤ電源は３年間です。
　　ランプ・グロー点灯管・電池などの消耗品は除きます。
　　詳細は弊社カタログを参照ください。
●保証書について
　　保証書が必要な場合は、弊社代理店または弊社営業所へお申し出ください。
●補修用性能部品の保有期間
　　弊社はこの照明器具の補修用性能部品（電気部品）を製造打ち切り後、６年間保有しています。
　補修用性能部品には、同等機能を有する代替品を含みます。

●ラジオ、テレビや赤外線リモコン方式の機器は照明器具から離してご使用ください。
雑音が入ったり正常に動作しない場合があります。

●同時通訳機等の誘導無線をご使用になられる場合、雑音が入る場合があります。
事前に確認し、対策を講じてください。

●クリーンルームのクラス１０００～１０００００におすすめです。
●シンナー・ベンジン・アルカリ系洗剤は使用しないでください。変色・変質・強度低下による破損の原因となります。

●器具の下に温度の高くなる物（ストーブ・ガスレンジ等）や湿気を発生させる物を置かない。火災の原因となります。
●ランプ交換の際には、器具表示及び取扱説明書にしたがって、指定されたランプを使用する。
指定以外のランプを使用すると、火災やランプ破損の原因となります。

●照明器具には寿命があります。設置して１０年経つと、外観に異常がなくても内部の劣化は進行しています。
　点検・交換してください。
　　※使用条件は周囲温度３０℃、１日１０時間点灯です。
・周囲温度が高い場合・点灯時間が長い場合などは寿命が短くなります。
・１年に１回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。３年に１回は工事店等の専門家による点検を
お受けください。
点検せずに長期間使い続けるとまれに火災・感電・落下などに至る場合があります。

※

照射物・照射面との距離は１０ｃｍ以上
離す。
被照射物の火災・変色の原因となります。

これは一部簡略化した図です。
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φ200±2mm

４４４４４
電源線

端子台 本体

２２２２２
埋込穴

パッキン付
ワッシャ
(付属）

７７７７７
ランプ
（別梱）

取付バネ

８８８８８
枠セット

バネ受け

６６６６６
反射板

ガラス

10cm以上

135±5mm吊りボルト
（別途）

155～175mm
255mm以上

取付ネジ

本体
パッキン

ナット
（別途）

取付ネジ締付位置

３３３３３･････６６６６６

取付ネジ
反射板

ダルマ穴

②

取付バネ

① ①ツメ部
８８８８８

・器具質量（約2.4kg）に十分耐えるよう、取付部の強度を確保する。
不備がありますと器具落下の原因となります。不備がありますと器具落下の原因となります。不備がありますと器具落下の原因となります。不備がありますと器具落下の原因となります。不備がありますと器具落下の原因となります。

・天井部に凹凸がある場合は、取付部と本体パッキンのすき間を埋める。
不備がありますと火災不備がありますと火災不備がありますと火災不備がありますと火災不備がありますと火災・・・・・感電感電感電感電感電・・・・・落下落下落下落下落下・・・・・サビサビサビサビサビ・・・・・ホコリの浸入ホコリの浸入ホコリの浸入ホコリの浸入ホコリの浸入の原因となります。の原因となります。の原因となります。の原因となります。の原因となります。

・枠セットを引き下げる。
・枠セットを引き下げる際は、本体パッキンを
キズつけないようにしてください。ドライバー等で
枠セットをこじ開けないでください。
火災火災火災火災火災・・・・・感電感電感電感電感電・・・・・落下落下落下落下落下・・・・・サビサビサビサビサビ・・・・・ホコリの浸入ホコリの浸入ホコリの浸入ホコリの浸入ホコリの浸入ののののの
原因となります。原因となります。原因となります。原因となります。原因となります。

・取付けバネを押し縮めてツメ部からはずす。
・反射板は工具（ドライバー）にて
取付ネジを少しゆるめてダルマ穴から取りはずす。

・電源線、アース線を端子台の
差し込み穴の奥まで確実に差し込む。
【Ｄ種(第３種)接地工事が必要】
・端子台の送り容量は１５Ａです。
接続が不完全な場合、接続が不完全な場合、接続が不完全な場合、接続が不完全な場合、接続が不完全な場合、容量オーバーした場合、容量オーバーした場合、容量オーバーした場合、容量オーバーした場合、容量オーバーした場合、
火災の原因となります。火災の原因となります。火災の原因となります。火災の原因となります。火災の原因となります。

・本体に吊りボルトを通し、本体内側より
吊りボルトへ付属のパッキン付ワッシャ(２ヶ)を
パッキン側が本体天面側にくるように挿入後、
ナットをＷナット方式でゆるまないように
確実に取りつける。
この時、本体とパッキン付ワッシャの間にすき間が
ないようにする。
器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。
（吊りボルトはＷ３／８又は Ｍ１０を使用する。）
本体天面のボルト穴に吊りボルトが
通りにくい場合は、器具取付工具(別途)を
お使いください。
（参考：ネグロス製ライティングガイター）
器具取付工具使用による施工方法器具取付工具使用による施工方法器具取付工具使用による施工方法器具取付工具使用による施工方法器具取付工具使用による施工方法

①吊りボルトに器具取付工具を取りつける。
②工具のチェーンをボルト穴に通し、
ガイドにして本体を押し上げ、吊りボルトに通す。
③器具取付工具を取りはずし、本体内側より
吊りボルトへ付属のパッキン付ワッシャ(２ヶ)を
パッキン側が本体天面側にくるように挿入後、ナットを
Ｗナット方式でゆるまないように確実に取りつける。
この時、本体とワッシャの間にすき間が
ないようにする。
器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。

・反射板のダルマ穴を取付ネジに合わせて挿入し
回転させて、工具（ドライバー）にて締めつけて
確実に固定する。
不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。

①ランプの口金ピンをソケット穴に合わせ、
奥まで確実に差込む。
②軽く押しつけた状態でランプを
少し回転させ取りつける。（回転角度約15°）
③取りはずす場合には、軽く押しつけながら
取りつけと逆方向に回転させる。
回転が不十分な場合、回転が不十分な場合、回転が不十分な場合、回転が不十分な場合、回転が不十分な場合、落下の原因となります。落下の原因となります。落下の原因となります。落下の原因となります。落下の原因となります。
ガラス管を強く握らないでください。ガラス管を強く握らないでください。ガラス管を強く握らないでください。ガラス管を強く握らないでください。ガラス管を強く握らないでください。ガラス破損の原因となります。ガラス破損の原因となります。ガラス破損の原因となります。ガラス破損の原因となります。ガラス破損の原因となります。

①取付バネを押し縮め、ツメ部へ引っ掛ける。
②枠を静かに最後まで押し上げる。
不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。

③枠と本体パッキンにすき間がない事を確認する。
不備がありますと火災不備がありますと火災不備がありますと火災不備がありますと火災不備がありますと火災・・・・・感電感電感電感電感電・・・・・落下落下落下落下落下・・・・・ホコリホコリホコリホコリホコリの浸入の原因となります。の浸入の原因となります。の浸入の原因となります。の浸入の原因となります。の浸入の原因となります。
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●器具の改造および構成部品（ソケットなど）の交換はしない。
火災・感電・落下・ホコリの浸入の原因となります。

●器具に直接水をかけない。火災・感電・落下・サビの原因となります。
●布や紙など燃えやすいもので覆ったり、かぶせたりしない。火災の原因となります。
●器具と被照射物の距離は、１０cm以上離す。被照射物の火災、変色の原因となります。
●異常を感じたら速やかに電源を切り、販売店・工事店に相談する。火災・感電の原因となります。 被照射物

10cm以上

●保証について
　　この商品の保証期間は１年間です。但し、蛍光灯器具・ＨＩＤ器具の安定器・ＬＥＤ電源は３年間です。
　　ランプ・グロー点灯管・電池などの消耗品は除きます。
　　詳細は弊社カタログを参照ください。
●保証書について
　　保証書が必要な場合は、弊社代理店または弊社営業所へお申し出ください。
●補修用性能部品の保有期間
　　弊社はこの照明器具の補修用性能部品（電気部品）を製造打ち切り後、６年間保有しています。
　補修用性能部品には、同等機能を有する代替品を含みます。

●ラジオ、テレビや赤外線リモコン方式の機器は照明器具から離してご使用ください。
雑音が入ったり正常に動作しない場合があります。

●同時通訳機等の誘導無線をご使用になられる場合、雑音が入る場合があります。
事前に確認し、対策を講じてください。

●クリーンルームのクラス１０００～１０００００におすすめです。
●シンナー・ベンジン・アルカリ系洗剤は使用しないでください。変色・変質・強度低下による破損の原因となります。

●器具の下に温度の高くなる物（ストーブ・ガスレンジ等）や湿気を発生させる物を置かない。火災の原因となります。
●ランプ交換の際には、器具表示及び取扱説明書にしたがって、指定されたランプを使用する。
指定以外のランプを使用すると、火災やランプ破損の原因となります。

●照明器具には寿命があります。設置して１０年経つと、外観に異常がなくても内部の劣化は進行しています。
　点検・交換してください。
　　※使用条件は周囲温度３０℃、１日１０時間点灯です。
・周囲温度が高い場合・点灯時間が長い場合などは寿命が短くなります。
・１年に１回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。３年に１回は工事店等の専門家による点検を
お受けください。
点検せずに長期間使い続けるとまれに火災・感電・落下などに至る場合があります。

※

照射物・照射面との距離は１０ｃｍ以上
離す。
被照射物の火災・変色の原因となります。

これは一部簡略化した図です。
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10cm以上

135±5mm吊りボルト
（別途）

155～175mm
255mm以上

取付ネジ

本体
パッキン

ナット
（別途）

取付ネジ締付位置

３３３３３･････６６６６６

取付ネジ
反射板

ダルマ穴

②

取付バネ
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・器具質量（約2.4kg）に十分耐えるよう、取付部の強度を確保する。
不備がありますと器具落下の原因となります。不備がありますと器具落下の原因となります。不備がありますと器具落下の原因となります。不備がありますと器具落下の原因となります。不備がありますと器具落下の原因となります。

・天井部に凹凸がある場合は、取付部と本体パッキンのすき間を埋める。
不備がありますと火災不備がありますと火災不備がありますと火災不備がありますと火災不備がありますと火災・・・・・感電感電感電感電感電・・・・・落下落下落下落下落下・・・・・サビサビサビサビサビ・・・・・ホコリの浸入ホコリの浸入ホコリの浸入ホコリの浸入ホコリの浸入の原因となります。の原因となります。の原因となります。の原因となります。の原因となります。

・枠セットを引き下げる。
・枠セットを引き下げる際は、本体パッキンを
キズつけないようにしてください。ドライバー等で
枠セットをこじ開けないでください。
火災火災火災火災火災・・・・・感電感電感電感電感電・・・・・落下落下落下落下落下・・・・・サビサビサビサビサビ・・・・・ホコリの浸入ホコリの浸入ホコリの浸入ホコリの浸入ホコリの浸入ののののの
原因となります。原因となります。原因となります。原因となります。原因となります。

・取付けバネを押し縮めてツメ部からはずす。
・反射板は工具（ドライバー）にて
取付ネジを少しゆるめてダルマ穴から取りはずす。

・電源線、アース線を端子台の
差し込み穴の奥まで確実に差し込む。
【Ｄ種(第３種)接地工事が必要】
・端子台の送り容量は１５Ａです。
接続が不完全な場合、接続が不完全な場合、接続が不完全な場合、接続が不完全な場合、接続が不完全な場合、容量オーバーした場合、容量オーバーした場合、容量オーバーした場合、容量オーバーした場合、容量オーバーした場合、
火災の原因となります。火災の原因となります。火災の原因となります。火災の原因となります。火災の原因となります。

・本体に吊りボルトを通し、本体内側より
吊りボルトへ付属のパッキン付ワッシャ(２ヶ)を
パッキン側が本体天面側にくるように挿入後、
ナットをＷナット方式でゆるまないように
確実に取りつける。
この時、本体とパッキン付ワッシャの間にすき間が
ないようにする。
器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。
（吊りボルトはＷ３／８又は Ｍ１０を使用する。）
本体天面のボルト穴に吊りボルトが
通りにくい場合は、器具取付工具(別途)を
お使いください。
（参考：ネグロス製ライティングガイター）
器具取付工具使用による施工方法器具取付工具使用による施工方法器具取付工具使用による施工方法器具取付工具使用による施工方法器具取付工具使用による施工方法

①吊りボルトに器具取付工具を取りつける。
②工具のチェーンをボルト穴に通し、
ガイドにして本体を押し上げ、吊りボルトに通す。
③器具取付工具を取りはずし、本体内側より
吊りボルトへ付属のパッキン付ワッシャ(２ヶ)を
パッキン側が本体天面側にくるように挿入後、ナットを
Ｗナット方式でゆるまないように確実に取りつける。
この時、本体とワッシャの間にすき間が
ないようにする。
器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。器具内にホコリが浸入するおそれがあります。

・反射板のダルマ穴を取付ネジに合わせて挿入し
回転させて、工具（ドライバー）にて締めつけて
確実に固定する。
不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。

①ランプの口金ピンをソケット穴に合わせ、
奥まで確実に差込む。
②軽く押しつけた状態でランプを
少し回転させ取りつける。（回転角度約15°）
③取りはずす場合には、軽く押しつけながら
取りつけと逆方向に回転させる。
回転が不十分な場合、回転が不十分な場合、回転が不十分な場合、回転が不十分な場合、回転が不十分な場合、落下の原因となります。落下の原因となります。落下の原因となります。落下の原因となります。落下の原因となります。
ガラス管を強く握らないでください。ガラス管を強く握らないでください。ガラス管を強く握らないでください。ガラス管を強く握らないでください。ガラス管を強く握らないでください。ガラス破損の原因となります。ガラス破損の原因となります。ガラス破損の原因となります。ガラス破損の原因となります。ガラス破損の原因となります。

①取付バネを押し縮め、ツメ部へ引っ掛ける。
②枠を静かに最後まで押し上げる。
不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。不備がありますと落下の原因となります。

③枠と本体パッキンにすき間がない事を確認する。
不備がありますと火災不備がありますと火災不備がありますと火災不備がありますと火災不備がありますと火災・・・・・感電感電感電感電感電・・・・・落下落下落下落下落下・・・・・ホコリホコリホコリホコリホコリの浸入の原因となります。の浸入の原因となります。の浸入の原因となります。の浸入の原因となります。の浸入の原因となります。

②、③ 軽く押し
付けた
状態で

回転回転

　　③
取りはずす
方向

　②
取りつける
方向

差込む

ソケット

ソケット穴
口金ピン

ランプ

①

10
～
14
mm 適合電線

Φ1.6Φ2.0単線

（電源線）

確実に
差し込む10

～
14
mm

（送り側）

はずし穴

アース付
端子台

アース端子

アース線４４４４４

５５５５５ 吊りボルト
（別途）
器具取付工具
（別途）①

②

チェーン

ボルト穴

５５５５５
吊りボルト
（別途）

本体
天面
パッキン

ワッシャ

パッキン付
ワッシャ

ナット
（別途）




